
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
更別中央中学校２年生が１月２５日に、

子育て応援課助産師の中谷さん、保健師の

藤平さんに来校いただき「セクシャリティ

（人間の性のあり方）と思春期の性」につい

て学びました。 

授業では、性の多様性、人権、プライベー

トゾーンの扱い方、思春期の身体や精神の

変化について教えていただきました。 

【生徒の感想から】 

人権が重要で、正しい知識を身につけるこ

とが大切だということが分かりました。思

っていたことと違っていたことが多く勉強

になりました。」 

 
 

 

 

 

 

 

 

２月１４日、 

「 お ひ さ ま の

会」の皆さんが

上 更 別 小 学 校

で 絵 本 の 読 み

聞 か せ を し て

くださいまし          

た。読んでくれ

たのは「マリールイズ いえでする」という

絵本。お母さんに叱られたのをきっかけに

家出をしてしまうお話でした。 

 集まった１年～３年の子どもたちは、し

っかりと前を見て絵本に集中していました。 

 

 

２月１日、畜大で学んでいる JICA 留学

生のイシメルさん（ガーナから）とスリディ

さん（ラオスから）が、更別中央中学校２年

生に英語で自国のことを伝えてくれました。 

これは、村で計画していた中学生海外派

遣事業が新型コロナウイルスのため実施で

きなくなり、その代替として企画したもの

です。 

基本的な英語でゆ

っくりと話をしなが

ら、自国の自然や食

べ物などについて写

真をもとに説明して

くれました。子ども

たちは緊張しながら

も、相互に英語で質

問をする中で刺激を   

受けていました。 

 

１月２７日と２月２日の２日間、更別小

学校５年生の家庭科に、地域の方々が授業

支援に入ってくださいました。新型コロナ

の関係で人数を限定して３名ずつの支援と

なりました。 

５年生の家庭科の内容は「エプロンづく

り」。集中して取り組み、多くの子どもたち

がエプロンを仕上げていました。支援に入

った地域の方からは「周りに声をかけ、助け

合って作業を進めていました。仲がいいで

すね。」などの感想をいただきました。 

  

 

【ラオスの楽器を紹介】

 間違いなくみんな望まれ喜ばれ

た大切な命です。その大切な命の

花をしっかり咲かせてほしい。助

産師としての私のお願いです。 

縫い目を確認するよ 

上手に縫えているね まっすぐに縫っていくよ 

 分からない時には

「師匠！」と地域の

方に声をかけ、積極

的に質問をしていま

した。 

 家出をした
のですが、最
後はお母さん
と仲直りしま
す。 


